
★ ＬＯＴＷからの復旧（最悪時の復旧：ＰＣシステム、バックアップ共にＮＧの場合）
・ ＢＧＡＬＯＧの初期化済データ取得
・ 環境設定の登録
・ ＡＲＲＬ Ｌｏｇｂｏｏｋ ｏｆ ｔｈｅ Ｑｕｅｒｙ からＡＤＩＦデータ「lotwreport.adi」を取得
・ 「lotwreport.adi」からBGALOGへデータ取得
・ 方法
・ 取り込んだデータの補正
・ ＤＸＣＣ補正
・ 文字列検索補正
・注意事項

★ 直前の自動保存データからの復旧（通常の復旧：過去１か月分はデータが保存されています。）
・ DayBackデータからの復旧

このマニアルは完全に保存しているデータがなくなった場合を想定して作成しています。
少しでもデータが残っている場合はそのデータを使用してＬＯＴＷ等から残りのデータを取り込んでください。
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★ ＢＧＡＬＯＧの初期化済データ取得
・ 取得方法
１ ＥＤＸＧホームページより取り込みます。次をクリック

EDXG（「愛媛ＤＸグループ」アマチュア無線）Homepage (dokidoki.ne.jp)

２ バージョンチェック

３ ＫＡＮＫＥＩ．ＺＩＰをダウンロード

４ ＫＡＮＫＥＩ．ＺＩＰを解凍

５

６ BGALOG.ACCDBを「C:¥BGALOG」フォルダーへ コピー

※ ＢＧＡＬＯＧフォルダーがない場合は「BGALOG_START.ZIP」
を取り込み「ＢＧＡＬＯＧ」部分を「Ｃ：」のルートに取り込ん
でください。

http://www.dokidoki.ne.jp/home2/ja5bga/
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★ 環境設定
環境設定が初期の状態ではBGALOGを起動時にエラーが発生してしまいます。
次の項目を変更してください。

・ 変更方法
１ 環境設定をクリック
２ ユーザーを選択

表示された各内容を変更してください。
BGALOGはなりすましによる不正使用を防ぐために内容をチェックしていますので修正を実施

しない場合はエラーが発生して使用できなくなっています。



★ ＡＲＲＬ Ｌｏｇｂｏｏｋ ｏｆ ｔｈｅ Ｑｕｅｒｙ からＡＤＩＦデータ取得

・ 取得先：https://www.rickmurphy.net/lotwquery.htm
・ すべてのデータをダウンロードする場合は自局のコールサインのみを記入します。
・ 個別のデータを取得する場合は各項目に記載します。
・取込み実施は をクリックして取り込みます。
・ＬＯＧＢＯＯＫにログインします。
・回転が止まればダウンロードフォルダーに取込完了です。

（当方の約３万局強のデータで約10Mbでした）以上でLOTW関係はクローズしてください。
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★ 「lotwreport.adi」からBGALOGへデータ取得－１

・ 準備
・ 環境設定を終了させた「 BGALOG.ACCDB 」を登録に失敗したことを想定してＵＳＢ等に保管してください。）

このページの作業に失敗した場合は、このバックアップした「初期化済データ」と「lotwreport.adi」を当方へ
送ってください。

・ 取込実施（当方で３万件を取り込むのに２５分かかりました）

１ テルネット画面を「非表示」にします。（PCの負荷を減らすため）
２ ツールをクリック
３ 取り込む「ファイルを選択」（ダウンロードしたファイルを選択）
４ をクリック

しばらくすると次のような進捗バーが

表示されて取り込まれます。

５ 取り込んだデータの補正（次べーしに説明）

取り込んだデータは次の様にＲＳＴ、等が取り込まれていません。
そのため、補正する必要が有ります。
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★ 「lotwreport.adi」からBGALOGへデータ取得－２
ＬＯＴＷからの取り込みは次の様にＲＳＴ等がありませんのでこれらほ補正する必要が有ります。

５ 取り込んだデータの補正
取り込んだデータは、ＤＸＣＣ関係は取り込み時にコールサインにより自動的に補正されていますが、
次の様にＲＳＴ、等が取り込まれていません。
また、BGALOGのルールに基づいたデータとなっているかを検証する必要が有ります。

ＤＸＣＣ関係はこの時点で既に作成されていますが、
ＬＯＴＷ分のみでありカード取得分は登録されていません。
（この後、その補正方法も記載しておきます。）

次ページへ
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５ 取り込んだデータの補正（不正データ自動補正）
右図の「不正データ自動補正」を順次実施してください。
ここに不正と出た場合、補正していない場合は運用中に何ら
かのエラーが発生します。

当方での取り込みで次の点が指摘されました。
周波数 ＶＵ等が正しくない場合は補正が必要

右側の自動補正をクリックしてください。
ＲＳＴ LOTWへの登録がされていないので補正が必要

右側の自動補正をクリックしてください。
※ すべてのデータを補正のため時間を要します。

ＰＲＥ・ＤＸＣＣ番号
ペディション、消滅カントリー、など自動変換出来
ない場合があります。
個別に赤枠部分をクリックして修正してください。

・ クリックしてその局を検索
・ 正しければ書き換えたい部分を で書換

修正したい項目を
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★ ＤＸＣＣ補正
DXCCリストは、LOTWヒット部分のみであるため、ペーパーベースのＱＳＯ部分が抜けています。
それを整合させる方法を参考として考え方のみ記載しておきます。

・ チェック方法
LOGBOOKのデータと比較して差異のある部分を比較します。
個別に比較して差異部分の局のカード受領欄を[R]に修正します。

比較
差異
部分
修正

比較
差異
部分
修正

差異部分の局をメ
イン画面で検索し

て受領処理
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★ ＤＸＣＣ補正
手動で修正した部分はDXCCリストを手動で補正する必要が有ります。

・ 補正方法
LOGBOOKのデータと比較して際のある部分を比較します。

１ 修正したカントリー のいずれかのボタンクリック

２ ＤＸＣＣ保守ボタンをクリックするとそのカントリーのDXCCリストが自動で補正されます。
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★ 文字列検索補正
文字列を検索または抽出した部分を手動で補正する方法

・ 補正方法
事前に検索しておき固定したデータで修正
メイン画面等で事前に置き換えたいデータ
を抽出
メイン画面に表示しているデータ全ての
ＱＳＬＴ欄を記載内容にかかわらず［/］に
書換

文字列を検索して条件に合うデータをすべて置き換え
その項目内のデータを書換文字で書き換
次の例では［ｽﾍﾟｰｽ］の文字を全て［/］に置き換え
メイン画面の抽出状態は無視

修正が簡単にできますが、実施後はもとに戻せません。

必ず、ＵＳＢ等に［BGALOG.ACCDB］のバックアップを取ってから実施してください。

ｽﾍﾟｰｽを検索
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★ 直前の保存データからの復旧（１か月前までのデータが保存されています。）

・ DayBackフォルダー内に日付のみのフォルダーから復帰（ＢＧＡＬＯＧ終了時に自動保存されています）
ＢＧＡＬＯＧは終了時に月に関係のない終了時の日付でフォルダーが保存されています。
下図の例では の中身は次の様に2つのデータが入っており、中には登録日の日付の物が入っています。

（BGALOG.ACCDBのみをBGALOGﾌｫﾙﾀﾞｰ
へコピーでその日までのデータに復旧可能）

・ 誤って処理をしてしまった場合にはその直前の日を確認して取込
その直前にＬＯＧを開いていない場合はその前日のもの（BGALOGを使用していない日付の場合はその前月分が保存）

・ 登録分.TXTはその日までに登録したデータが入っています（最終日のデータで確認してください）
終了直前までの登録が記載されていますので直前の日付のデータに未登録分を手動で登録できます。

自動保存内容

（日付のみ）年月無し
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